
　大学生活の中で何かを成し遂げたいと思い、ゆめ通信編集委員
として活動を始めて から、４年が経ちました。2年次からリーダー
を務めさせていただき、やりがいを感じつつも大変なことがたくさ
んありました。しかし、さまざまな人に出会い、支えられながら活
動を続けることができました。
　考房『ゆめ』での活動は、私にとってかけがえのないものです。
ここで学んだ、周りを見て自ら率先して行動することや、協力し合
うことの大切さをこれからの社会人としての生活に活かしていきた
いと思います。

26年度卒業　清水 彩花

つ ぶ や き お問い合わせ、ご意見等は下記へご連絡ください。

松本大学 地域づくり考房『ゆめ』

※開館日時：月～金　9：30 ～ 18：30
　　　　　　

http://www.matsu.ac.jp/matsumoto_u/yume/

松本大学 7 号館 2Ｆ
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地域づくり考房『ゆめ』キャラクター　こう坊

考房『ゆめ』は社会貢
献活動を行う学生を
支援しています。
地域の方からの「お
願い」を松大生とと
もに創造しています！

松本大学
キッズスポーツスクール
松本大学
キッズスポーツスクール
私たちキッズスポーツスクールは、
3歳から6歳児を対象に、子供た
ちに体を動かす楽しさを伝えス
ポーツを好きになるきっかけとし
て運動遊びを提供します。

お元気ライフぷろっぷすお元気ライフぷろっぷす
地域の方々の健康を共に考えてい
きます。健康教室や、生きがいづ
くりのお手伝いをさせていただき
地域を元気にする活動です。活動
は不定期で、運動から書道まで、
幅広く活躍しています！

松本BBS会松本BBS会
私たち松本BBS会は、非行に走っ
てしまった少年たちとスポーツや
お菓子作り、学習支援などの交流
をすることで、友達になろうという
活動です。

SignSign
聴覚障がいや手話について、聴覚
障がい者の方々から学び、そこで
学んだことを学生や地域の方々に
交流を通して理解を広めていくプ
ロジェクト。主に手話学習会や外
部との交流会をしています。

◎いただきます！！◎いただきます！！
松本市と協働して食品ロス削減に
基づき残り物を活用したリメイク
料理、野菜を丸ごと使用した丸ご
と料理のレシピ作成を行なってい
ます。

ええじゃん栄村ええじゃん栄村
ええじゃん栄村は被災した栄村の
復興支援を目的として活動してき
ました。今は栄村の方が経営する
ぶらり農園に開発したメニューの
提供などをしています。

すすき川花火大会すすき川花火大会
すすき川花火大会プロジェクトで
は企業・地域・学生で協力し花火
大会を盛り上げることで、地域の
活性化を図ることを目標に楽しく
活動しています。

松本大学こどもあそび隊松本大学こどもあそび隊
乳幼児とその親御さんを対象に大
学内で「こども広場」を開催。季節
に合わせたテーマをもとに学生企
画の親子の触れ合いの場を提供し
ています。

ブロプロブロプロ
一般家庭で使われなくなったレゴ
ブロックの回収と洗浄を行い、そ
れらを必要としている施設や個人
への提供するための場を創ること
を目的とした団体です。

ゆめ通信編集委員ゆめ通信編集委員
考房『ゆめ』のプロジェクトの活動
を地域へ伝える情報誌、ゆめ通信
の「学生ゆめ」のページを主に作成
しています。取材・文章作成・レイ
アウトなど、様々なことを学べます！

この他にも学生と地域の方々が連携した様々な活動があります！！ ぜひ一度、考房『ゆめ』まで遊びにきてください。

Information

●あるぷすタウンに大勢が参加
●地域社会に関心を持つきっかけに
●働いてお金を稼ごう！使おう！
●あるぷすタウンはこんな街です！

●市長・議員が誕生！
●子どもたちが起業しました
●活動に参加して

平成26年度地域フォーラム

『　　　　　　　 』

※考房『ゆめ』学生プロ
ジェクトが参加者を募

集しています。

特集



●下記のアドレスにアクセスしてください！

働いてお金を稼ごう！ 稼いだお金を使おう！

専門家、学生、社会人による打ち合わせ

主　　催

企画運営

■

■

：

：

松本大学地域づくり
考房『ゆめ』

あるぷすタウン
実行委員会

協 賛
後 援

■
■

：
：

サントリービバレッジサービス株式会社、松本倉庫
松本市、塩尻市、安曇野市、山形村、朝日村、松本市教育委員会、塩尻市教育委員会、
安曇野市教育委員会、山形村教育委員会、朝日村教育委員会、信濃毎日新聞社、中日新聞社、
市民タイムス、松本平タウン情報、読売新聞 松本支局、朝日新聞 松本支局、毎日新聞 松本支局、
ＮＨＫ長野放送局、ＳＢＣ信越放送、ＴＳＢテレビ信州、長野朝日放送、ＮＢＳ長野放送、
株式会社テレビ松本ケーブルビジョン、あづみ野エフエム、FMまつもと、長野エフエム放送

まずはハローワークで仕事を
さがします。
求人票をチェックしてやりた
い仕事を見つける子や、とり
あえずなんでも良いから働い
てお金を稼ごうという子も。

体育館で皿回しや的当てなどのさまざま
なゲームに挑戦しました。賞品がもらえ
るゲーム大会も開催。

お花屋さん、写真屋さん、駄菓子屋、カフェ
などでお買い物を楽しむことができます。

アカデミーやカルチャーで地域の方や大学
生から松本の伝統工芸「みすず細工」など
を学び、楽しむことができます。

仕事の数は22。専門家の方に
仕事の内容を教えてもらって
から働きます。
自分がやりたい仕事を起業す
ることもできます。

はたらく

仕事を
さがす

お仕事をすると時給で20yume
（ゆーめ）を稼ぐことができ
ます。お金はあるぷす銀行で
もらうことができます。

お給料
をもらう

稼いだお金から10％を所得税
として税務署に納めます。
税金はあるぷすタウンをより
良い街にするために活用され
ます。
※税金を払わないと次の仕事
　に就くことはできません。

税金を
支払う

松大
ピック

買い物

学ぶ

平成26年度地域フォーラム

あるぷすタウンができるまであるぷすタウンができるまで

　2015年２月28日(土)・３月１日(日)に、松本大学５号館と
体育館で開催いたしました。
　あるぷすタウンは、子どもたちが街を運営し作り上げてい
く子どもだけの街です。プロの方に本物の仕事を指導してい
ただき、お金を稼ぎ、税金を納め、残ったお金は自分の好き

なように使う。
　大学生や社会人の有志が実行委員会を結成し、約半年間準
備をしてきました。当日は小・中学生160名が参加。高校生
などにも当日ボランティアとしてお手伝いいただき、子ども
たちは体験を通して社会の仕組みを学びました。

【ロゴ制作者】
居関孝男さん 報告

　ことの始まりは、昨年度の地域フォーラムの発題者として講演いた
だいた畠中洋行さんの事例紹介に、本学学生が共感したことによりま
す。8月には、学生・社会人・教員の14名で、高知県の「とさっこタ
ウン」を視察してきました。それを基に、松本らしさを追求した「あ
るぷすタウン」企画づくりが始まりました。
　専門家への依頼や打合せには3ヶ月を要しました。事前にブースご
と専門家と担当学生や社会人との数回に及ぶ打合せを行い、内容・
ルール・流れ等の共通認識を図りました。

子どもからお年寄りまで大勢が参加子どもからお年寄りまで大勢が参加
　当日スタッフとして、中南信地域の高校 11 校

60 名の高校生と本学学生、専門家を含む社会人、

総勢 2 日間述べ 659 名が活躍しました。

　あるぷすタウンには、官公庁街、商店街、職人

の街など 22 ブースが開店。また、お金を消費す

る学びの場「アカデミー」は、松本雛や信州産ヒ

ノキのマイ箸づくりなど松本らしさにこだわった

11 講座を開講し、各々専門家が指導にあたりまし

た。さらに考房『ゆめ』学生は、「カルチャー」７

講座を開講しました。また、子どもたちが出店し

たブースは「宝くじ店」「アクセサリー店」など 9

店舗。専門家による創業支援を受けて、楽しいお

店が出来上がりました。

地域社会に関心を持つきっかけに地域社会に関心を持つきっかけに
　参加者の子ども、当日スタッフの高校生や学生たちは、働く、納税、消費といった一連のお金の流れを知り、選挙を実施
したことで、社会や選挙の仕組みを知る機会となりました。また、各々の主体性を育み、協力しながら自分たちでまちを創
ることにより、異年齢間の交流を通して、今地域社会が必要とするコミュニケーション力を養いました。あわせて高校生や
学生は、社会人とともに子どもたちをサポートすることで、社会人基礎力を身につけ社会の担い手としての自覚を育む一歩
となりました。

産学官民協働事業『あるぷすタウン』

専門家

専門家

●会社（銀行・交通・清掃・メディア・新聞店・企画）
●店（写真店・花屋・飲食店）
●職人（工務店・板金屋・植木屋・美容院）
●その他

●行政
 （ハローワーク・
　税務署・選挙管理

委員会・警察署・
病院・消防署ほか）

●市民・NPO・民芸家・芸術家・クラブ・プロジェクトほか

●小・中学生：参加者
●高校生：当日スタッフ

産

官

専門家
スタッフ

民

学
スタッフ

学生・教職員
松本大学
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　松本大学の５号館の１階から３階まで、所
狭しと段ボールで作られた街が広がりまし
た。街のシンボルあるぷす城には子どもたち
からのメッセージが次々と書きこまれます。
　あるぷすタウンでの過ごし方は、自分次
第。最初に仕事をがんばる子もいれば、お金
がなくなって働き始める子もいます。自分が
思うように過ごすことができる街です。

指紋採取をしたり、街の安全を守るために
パトロールをしました。敬礼した姿がかっ
こよかったです。

交番
街中に出かけて取材をし、街の様子を伝え
る「あるぷすタウン情報」の製作から販売
までをおこないました。

新聞販売店
子どもたちが働いてたまったお金を貯金で
きるように、通帳づくりなどをしました。

銀行

マナー研修と同様に時給が10％アップする
健康診断を実施。本物の病院のように待合
室は緊張気味でした。

病院
街の様子を伝えるラジオ放送。落とし物や
選挙の様子など、落ち着いて上手にアナウ
ンスしていました。

ラジオ局
松本山雅の歴代ユニホームの展示の他、今
年からJ1に挑戦する選手への応援メッセー
ジを書きました。

松本山雅館

市長 議員矢口遼馬くん
来年は文房具屋をつ
くりたいと思いま
す。そして、ビンゴ
やじゃんけんなどの
交流大会を開いて、
みんなが仲良くなれ
るようにします。

今年は、仕事が少な
かったという意見が
ありました。
来年も参加すること
ができたら、仕事に
対して充実感や、や
りがいを持てるよう
な街にしたいです。

ひまな時間はどうする
のかという意見があっ
たので、その時間を使
い、来年は、じゃんけ
ん大会などでみんなが
交流できるようにした
いです。

　あるぷすタウンをもっと良い街に
したい！という想いをもった子ども
たちが、市長・議員に立候補しまし
た。市長への立候補は１名、議員は
定員２名に対して、３名が手を挙げ
選挙を実施。
　立会演説会後に、子どもたちが投
票して当選者が決まりました。
　ちなみに投票率は驚きの90.4％！
大人が見習う必要がありますね。

専門家の手さばきに思わず拍手！つくるた
びにコツをつかみ、上手にできるように
なっていました。

あるぷす寿司
いろんなお花をブーケにしたり、包装した
りして販売。おみやげに買っていく子ども
がたくさんいました。

お花屋さん
板金・工務店と一緒に職人ブースを展開。子
どもたちの真剣な表情はまさに職人でした。

植木屋さん

お客さんにメニューを聞かれたら、きちん
と答えて注文をとる子どもたち。大変でも
楽しかったようです。

お客さんに笑顔になってもらえるように声
をかけ、証明写真や友達同士の記念撮影を
おこないました。

写真屋さん
他のお店から依頼を受けて掃除をしたり、
窓ふき、床掃除など街の隅々まできれいに
してくれました。

清掃会社

川之辺聡美さん

林　実優さん議員

Cafeあるぷす

この地域で実際にお仕事をしている専門家のみな様のご協力を得て、普段は体験できない本物の仕事体験をすることができました。
慣れないながらも一生懸命働いた子どもたち。仕事ブースの一部を紹介いたします。

あるぷすタウンはこんな街です！

いろんなお仕事がありました！

市長・議員が誕生
！

市長・議員が誕生
！

滝沢美容院、（株）気づきの経営企画、（株）コンフォール、渚消防署、松本市立病院、松本警察署・地域第一課、ありがTHO企画、しおじりiBC、あづみ野エフエム（株）、柳沢新聞店、松本市選挙管理委員会、税務所、八十二銀行OB・OG会、ハマ園芸（株）HAMAフラワーパーク安曇野、（株）ヴィーヴォ、アルピコ
交通（株）、成和板金（有）、安曇野作庭、（株）水城漬物工房、ながた寿し、あづみ野菓子工房彩香、くのいち美寿クラブ、松本山雅フットボールクラブ、昔遊びグループ、白木染工場、みすず細工復活プロジェクト、松筑木材協同組合・松本材青会、（株）e-face、スターウォッチングクラブ北斗、ペーパーJO、丸山隆、堀之内
正子、西澤愛子、居関孝男、社会人ボランテイアの皆様、田川高等学校、松本蟻ヶ崎高等学校、明科高等学校、大町北高等学校、下諏訪向陽高校、岡谷南高等学校、エクセラン高校、東京都市大学塩尻高校、ほか3校の高校生、sign、こどもあそび隊、◎いただきます！！、ええじゃん栄村、キッズスポーツスクール、
ゆめ通信編集委員、すすき川花火大会プロジェクト、ブロプロ、ゆめ学生スタッフ、ゆめ撮影隊

ご　協　力
ありがとう
ございます

´
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道化師のみなさんからバルーンアートや
皿回しのやり方を教わり、自分たちでも
挑戦してみました。

なんちゃって道化師講座
講師の説明を聞きながら星座早見盤を自
分たちでつくりました。子どもたちは星
空に興味津々です。

天体を知る

アカデミー・カルチャー一覧
松本雛（七夕人形）／楽しい藍染、草木染め
／松本の伝統工芸みすず細工／信州産ヒノキ
のマイ箸づくり／小物作り（ストラップ）
／ペーパークラフト／デザインピース～
デザイン王におれはなる～／なんちゃって
道化師講座／鳥・甲虫・蝶の生態／天体を
知る／誕生石入り　オリジナルブレス
レット屋／手話体験／スプレーアート／
レシピ作り／ええじゃん栄村迷路クイズ

仕事が少ないと見るやいち早く起業し
て、駄菓子を準備し、一気に売り切りま
した。行動力が素晴らしい！

当たり付き駄菓子
輪ゴム鉄砲で紙コップの的をしっかりと
ねらい撃ち。当たった的によって、もら
える景品が違い、工夫されています。

射的

　街の様子に慣れてくると、「自分でやりたい仕
事をしてみたい」という子どもたちが出てきま
す。創業支援センターで説明を聞いてから、９組
の子どもたちが起業をしました。

「２日間楽しめた人？」「は～い！」

アカデミー・カルチャーで楽しく学ぶ 活動に参加して

子どもた
ちが

起業しま
した

あるぷすタウン実行委員会のみなさんへ

　2/28・3/1のあるぷすタウンに参加した、安曇野市豊科南小学校6年畠山日和です。私
の体験したことは、手巻きずし屋、交番、あるぷすアカデミーの宣伝、だがし屋、大工
のお仕事とあるぷすアカデミーのレシピ当てクイズ、松本山雅の応えんメッセージ書
き、あるぷす城のメッセージ書き、写真さつ映、おかいもの、選挙、納税です。どれも
なかなか子どもでは体験できないもので、大人になったみたいでうれしかったです。
　特にうれしかったのは、おかいものです。自分の働いた分だけ買うことができたから
です。宝物を見つけて、かえたのでよかったです。もし、第2回があったら他のお仕事
をやってみたいし、ちがった楽しみを発見したいです。新しい友達も3人できたのでこ
のあるぷすタウンは最高のイベントですね！！
　自分の将来の夢がまだ見つかっていないので、ここでの体験はと～っても役に立ちま
した。私も、こんなイベントをつくり上げてみたいです。2日間、松本大学の方に優し
くしてもらえてうれしかったです。ぜひとも第2回、あるぷすタウンを開いてくださ
い！！おねがいします！ありがとうございました！

安曇野市豊科南小6年　畠山　日和

子どもたちの声
　最高でした。来年もぜひやってください。１年に２回やっ
てほしいです。／来年もぜったい来ます！／夏休みに３～４
日間やってほしい！／とっても楽しい、来て良かった！／
yumeで買えるものを増やしてほしい／仕事がとれて安心した
／仕事をもっとしたい　(あるぷす城より)

参加した
子どもたちが
書いてくれたメ
モがいっぱい！！

　これまでボランティア活動に参加したことはあり

ませんでしたが、将来、社会人となりまちをつくっ

ていくことの大切さを子どもたちと学べたらよいと

思い、参加しました。

　当日はハローワークのブースで受付を担当しま

した。仕事が見つからない子たちが退屈しないよ

う話し掛けたり、求人票が出るタイミングを見計

らって声をかけたり気を配りました。

　2日間の中で子どもたちは起業したり、市長や議

員になってまちづくりの提案をしたり、子どもた

ちの力だけでもこれだけのことができるのかと、

大きな刺激になりました。そして、私たちの力で

地域の活性化にできることもあるのではないかと

考えさせられました。

　今回参加したことで、社会の一端を感じ取れた

し、もっと社会に目を向けないといけないと実感

しました。また、他校の友人もできて、すごく楽

しかったです。

高校生ボランティア　長瀬 葉月

かけがえのない経験に

●本格的でびっくりした。自分たちにとってもまちの仕組みについて知る機会にも
なった。参加して本当によかった。

高校生の皆さんから

●普段、自分たちが中心に活動していますが、子どもたちが主体的に行動できるよう
出来るだけ口を挟まずにサポートしたり、見守ることの難しさを感じました。

大学生の皆さんから

●子どもたちが、いきいきと真剣に仕事をしている姿に、こういった機会を提供する
ことの大切さややりがいを感じた。

職業体験をさせてくださった専門家の皆さんから

●今回ちょっと声をかけただけで興味を持って参加してくれる生徒が、こんなにいたこ
とにびっくりするやら、嬉しいやらでした。勉強と部活に忙しい生徒が多い学校です
が、生徒たちにどんどん参加するチャンスを与えていくことの大切さを再認識させら
れました。こういう機会を与えていただいてありがとうございました。

高校生の窓口としてご協力いただいた先生から

　イベント当日、子どもたちのサポート役としてまちを歩いていると、「楽し

いよ」「来年も絶対やって」と声をかけてくれる子どもたちがたくさんいまし

た。そんな子どもたちの笑顔が見られて本当にうれしかったです。あるぷすタ

ウンは子どもたちのまちではありますが、私たち実行委員やスタッフとして参

加した学生にとっても大きな経験になりました。協力をいただいた企業との打

ち合わせや当日の運営などで社会との接点を持てました。また、まちの運営方

法など学ぶことが多く、やりがいがありました。

　そして、異なる世代が一緒になり一つのまちをつく

り上げる中で、子どものパワーや可能性を感じること

ができました。次回は、あるぷすタウン市

長や議員ら子どもたちのアイデアを取り入

れたり職種も増やしてさらに盛り上げて

いきたいと考えています。あるぷすタウン

市民のみなさん、企業の方々、当日スタッフの

みなさん、本当にありがとうございました！

あるぷすタウン実行委員長　片瀬 咲季（松本大学3年）

あるぷすタ
ウンを終え

て
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次も参加したいという
子どもたちの期待に応えられるよう、

スタッフ一同、がんばります！


